
自己点検・自己評価 

  

本学院の自己点検・評価については、以下のとおりです。 

 

点検・評価項目 評価 実施時期及び方法、実施体制 

◆学校運営  ＜理念・教育目標＞ 

本校の理念では、「学生の意欲・関心と自主性を尊重すること」と「進路

指導を充実させること」を教育の基盤に据える。また、日本が構築してき

た技術・文化・政治その他諸々な事を世界各国の人々が正しく理解するた

めには、「日本語の力」が基礎になる。この力を育成するための機関とし

て「新時代のニーズに応えるため常に進化し続ける日本語学校」を教育目

標として以下のような具体的な教育目標のもと学校を経営する。 

教育目標としては、①国際社会で活躍できる人材を育成する。②個々の特

性に応じた進路を意欲的に選択できる学生を育成する。③日本語及び日本

の文化・歴史・習慣をより深く習得できる学生を育成する。 

当校の運営方針は毎年策定される事業計画のなかで位置づけられている。

事業計画は教職員が自立的に策定し、学校運営会議の審議を経て決定す

る。事業計画には、数的目標と質的目標を定める。これらの目標達成のた

めに、組織体制、職務分掌、スケジュール等具体的な事項を実行計画とし

て策定し、教育活動を展開する。学校組織においては、運営会議、教務会

議、広報会議、校務会議等を通じてそれぞれの角度から、客観的に教育活

動の目標達成のために評価・審議を行いながら学校運営に取り組む。 

１．理念・教育目標は定められている。 

２．運営方針は定められている。 

３．事業計画は定められている。 

１．A  B  C 

２．A  B  C 

３．A  B  C 



◆入学者の募集 

１．学生の受け入れ方針は定められている。 

２．学生募集活動は、適正に行われている。 

 

募集活動は、法務省による告示基準に従って、適正な情報を満たす募集要

項、留学に伴う支払う経費、選考方法、納付金などのパンフレットを作成

し、留学生仲介機関等に不定期的に送付する。また、各国において、募集

説明会を実施する。学生選考は、学校の教育理念を理解し、勉学意欲が強

く、日本語学習に対して明確な目標をもつ学生を世界の様々な地域から受

け入れる。学生選考は、現地に赴いての学科試験（日本語能力試験、英語、

数学）と面接試験（保護者が同席の面接）を行い、必ず学校職員が行う。

選考方法は履歴書、留学理由書、住民登録、戸籍謄本、学校の成績、経費

支弁者の経済能力確認などの書類審査を実施し、総合判定により選考す

る。 

学費等学校で必要な費用および返金規定については学則や募集要項に明

示する。 

１．A  B  C 

２．A  B  C 

◆入学者の選考  

１．入学者の選考に関して、学習能力、勉学意欲、経費

支弁能力、日本語能力等について根拠資料で確認する

等、適切な方法により行っている。 

２．入学者の選考に当たっては、学校関係者（職員等）

が面接を行うように努めている。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

◆納付金  

１．入学検定料、入学金、授業料その他納付金の金額、

納付時期、納付方法、及び学費以外に入学後必要な費用

を募集要項等に明記している。 

２．関係諸法令に基づいた学費返還規程を定め公開して

いる。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

◆学生支援  新入生に関しては、入学後 1か月間の目処に新入生全員の胸部レントゲ

ン撮影などの健康診断を行う。学校教職員が二次検診まで受診できるよう

にサポートする。また、健康管理、自己管理、怪我、事故、病気面におい

て、何か起こってからではなく未然に防ぐために学生指導を月毎に行う。

学生寮など学生の生活環境について、１か月に一度寮を訪問し、設備の不

具合のチェックや生活相談を行い、全面的に学生をサポートする。 

経済面のサポートとしては、アルバイト指導として面接の練習や履歴書の

１．進路指導を適切に行っている。 

２．交通事故等の相談体制が整備されている。 

３．学生寮等、学生の生活環境への支援は行っている。 

４．アルバイトに関する指導及び支援を行っている。 

５．学生全体の生活状況について、定期的に調査してい

る。 

１．A  B  C 

２．A  B  C 

３．A  B  C 

４．A  B  C 

５．A  B  C 



書き方指導を定期的に実施する。 

卒業後の進路指導においては、年間の進路指導計画に沿って、進路相談週

間・進学説明会・個人懇談などを設定する。 

◆在籍管理と生活指導  

入学時、各国語によるオリエンテーションを実施して、在留関係等の入管

法、日本社会への理解など留学生活に支障がないようサポートする。3か

月に一度実施する「学生個人情報調査」で留学生の生活の実態の最新情報

を把握し、不法残留・不法就労者を出さないよう管理する。 

保護者との連携においては、SNSを通じて個々の学生の成績結果、出席

様子を毎月発信する。 

１．日本社会を理解し、適応するためのオリエンテーシ

ョンを実施している。 

２．入管法上の留意点について、管理・指導等を定期的

に行っている。 

３．不法残留者、資格外活動違反者、犯罪関与者等を発

生させないための取組みを継続的に行っている。 

４．常に最新の学生情報を把握している。 

５．保護者と適切に連携している。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

 

３．A  B  C 

 

４．A  B  C 

５．A  B  C 

◆教職員  校長、主任教員、専任教員及び非常勤教員の職務内容を明確に定め、教職

員の教育力及び支援力強化のために、毎月の定例職員研修会や長期休業中

のテーマ別研修会及び授業研究会など教職員研修会を確実に実施する。教

職員評価については、事業計画に基づき、個人目標管理を行う。業務目標

と自己啓発目標を 4月初めに本人が設定し、年度末に達成状況等自己評

価を申告し、業務実績・能力・意欲について評価をする。学校の組織的運

営を定着させ、その中で、校務分掌の実践、新しい教材の開発や選定、カ

１．校長、主任教員、専任教員及び非常勤教員の職務内

容を明確に定めている。 

２．教職員の教育力及び支援力強化のための研修等を実

施する。 

３．教職員評価を適切に行っている。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

 

３．A  B  C 

  



◆教育活動 リキュラムの修正・立案、学習評価などについて検討し、Ｐ・Ｄ・Ｓ・Ａ

（計画・実行・評価・改善）のサイクルでより質の高い教育を進めていく。 

全職員が毎年新たな事業計画策定に携わることで、理念、目標等共有する。

国籍の多様化において、入学時に、日本語能力の筆記試験とインタビュー

により、学生一人一人のレベルを確認し、初級から上級クラスまで学習者

レベルに適合したクラスを編成する。また、教員の能力、経験等を勘案し、

適切な教員配置をする。学生管理が一人一人行き届くように、出席簿、授

業記録、定期的な試験の実施など適切に改定を行い、実施する。また、教

育の質を向上させるために、学校自身の自己評価や外部評価を積極的に取

り入れ、Ｎ２、Ｎ１の取得を目指す。 

１．理念・教育目標に合致したコースを設定し、カリキ

ュラムを体系的に編成している。 

２．授業開始前までに学習者の日本語能力を試験等で判

定し、適切なクラス編成を行っている。 

３．教員の能力、経験等を勘案し、適切な教員配置をし

ている。 

４．授業記録簿等を備え、実施した授業を正確に記録し

ている。 

５．定期的に試験を実施し、成績判定結果を的確に学生

に伝えている。 

６．各種日本語試験の認定率向上のための指導体制が整

っている。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

 

３．A  B  C 

 

４．A  B  C 

 

５．A  B  C 

 

６．A  B  C 

◆教育施設  

教育施設については、定期点検をおこなう。 

快適な学習環境の整備につとめる。 

１．教室内は十分な照明があり換気がなされていると共

に、語学教育に必要な遮音がなされている。 

２．授業自習以外に自習できる環境の確保に努めている。 

３．法令上必要な設備等を備えている。 

１．A  B  C 

２．A  B  C 

３．A  B  C 

◆安全・危機管理  
入学時に学生全員が国民健康保険に加入の指導や結核発生時の対応など

を徹底する。 

本校は学生が防災意識を高めるよう、年１回の避難訓練を実施する。 

１．対象となる学生全員が国民健康保険に加入してい

る。 

２．避難訓練等の危機管理体制が整備されている。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 



◆法令の遵守  日本語学校として、日本の法令・設置基準等の遵守と適正に行う。個人情

報保護においては管理体制を整備する。教職員への研修を実施し、個人情

報保護の取扱い規約に関する誓約書の提出を求め、個人情報保護に関して

徹底を行う。 

１．法令・設置基準等の遵守と適正に行っている。 

２．個人情報に関し、その保護のための対策をとってい

る。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

◆社会貢献  
地域住民と国際交流を促すために、地域祭りへの参加、毎年の学園祭、餅

つき、茶道、習字、七夕会、料理教室などを実施する。学校全員による学

校周辺の清掃など年間を通して実施する。学生が地域清掃することによっ

て、地域の方々の留学生を理解するための活動を積極的に実施する。 

１．学校の教育資源や施設を活用した社会活動を行って

いる。 

２．学生のボランティア活動を奨励・支援している。 

３．地域交流や地域活動に参加している。 

１．A  B  C 

 

２．A  B  C 

３．A  B  C 

評価方法： 

A:「達成している」あるいは「適合している」項目。 

B:「一部未達成」であるが、一年を目途に達成あるいは適合が確実な項目。 

C:「未達成」あるいは「適合していない」項目。 

 

評価委員会構成メンバー： 

理事長  鶴石 蘭 

校長   多田 真由美 

事務局長 林田 まゆみ 

責任者： 

校長   多田 真由美 

 

２０２２．４．５ 


